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試験⽚表⾯に特殊加⼯を施し取り付けたセル内に参照電極と対極を挿⼊し、測定溶液（NaCl）を注⼊
します。その後、電気化学測定を開始します。

電電気気化化学学的的手手法法をを用用いいたためめっっきき耐耐食食性性評評価価

11..概概要要

22..測測定定方方法法等等

33..測測定定事事例例

耐⾷性の異なる3種類の材料（A,B,C）の電気化学測定（分極測定と交流インピーダンス測定）を実施
し、各材料の特性を評価しました。

※セル構造を⼯夫することで
実構造物への適⽤も可能

電電気気化化学学
測測定定装装置置

計測項⽬︓
・分極測定
・交流インピーダンス測定

１）分極測定結果

めっき材料は、適⽤される環境によって耐⾷性が⼤きく異なってきます。したがって、適⽤環境におけるめっき材
料の特性を⼗分に評価分析した上での材料選定が重要となります。
めっき材料の評価法として電気化学的⼿法が極めて有効となります。この⼿法は⾮破壊計測であることから、
腐⾷試験の途中で⼀時的に取り出し評価することが可能、加えて測定データの定量分析から、腐⾷メカニズム
の解明に⼤きく役⽴ちます。
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２）結果分析（交流インピーダンス測定も含む）
＊耐⾷性優劣とその理由を知ることができます。
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